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ゴマサバ東シナ海系群 生物学的特性
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2017年の漁獲量
日本：3.1万トン 韓国：1.1万トン
計：4.2万トン 中国の漁獲は含まない

漁獲の動向
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年齢別・年別漁獲尾数
資源量指数

年齢別・年別資源尾数
年齢別・年別漁獲係数

2018年漁期の年齢別資源
尾数・親魚量

チューニングＶＰＡ、自然死亡係数Ｍは0.4を仮定

2018年の新規加入量の仮定
（将来予測における2018年の親魚量と
1990～2016年のRPS中央値から算出）

2019年漁期ABC・算定漁獲量
漁獲シナリオとの対応

2019年漁期以降の年齢別・
年別資源尾数・親魚量

2019年漁期への前進計算、2018年漁期のFはFcurrentを仮定

2019年以降の新規加入量の仮定
（将来予測における年々の親魚量と
1990～2016年のRPS中央値から算出）

2018年漁期への前進計算

①資源診断

②将来予測

③ABC算定

（暦年）

（漁期年）

（漁期年）

資源評価の流れ



資源の動向①

●資源量： 2017年は11.2万トン
●資源水準： 「中位」
●資源動向：過去５年間の資源量の推移から「横ばい」
●漁獲割合： 漁獲割合は40%前後で安定、2017年は37%

※水準区分 低位／中位：Blimit（親魚量3.3万トン）、2017年の親魚量は4.8万トン
中位／高位：過去26年間の資源量の上位1/3

26



資源の動向②

●親魚量： 2017年は4.8万トン
●Blimit： 1992年以降の最低水準の親魚量 （3.3 万トン）
●2017年の親魚量は、Blimitを上回る。
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資源量指標値を考慮したコホート解析により計算した。

解析の対象とした1992年以降の資源量は、比較的安定してお
り、10～20万トンで推移した。2005年に高い値を示した後に
緩やかな増減を繰り返し、2017年の資源量は11.2万トンと推
定された。

2017 年の親魚量は4.8万トンでBlimit（3.3万トン）を上回っ
ていることから、資源水準は中位、過去5年間の資源量の推
移から動向は横ばいと判断した。

資源評価のまとめ
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2019年ABC表
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資源量(2019)＝126～136千トンを仮定、 親魚量(2017)＝48千トン、 Blimit=33千トン

漁獲シナリオ
（管理基準）

Target/Limit
2019年
ABC 

（千トン）

漁獲割合
（％）

F値
（現状のF値

からの増
減％）

2024年の親魚量
（千トン）

（80％区間）

確率評価（％）

2024年に
2017年

親魚量を維
持

2024年に
Blimitを維持

親魚量の増大
（F30％ＳＰＲ）

Target 30 22
0.37

（－47％）
171

（105～215）
100 100

Limit 36 27
0.47

（-33％）
131

（68～173）
99 100

親魚量の維持
（Fmed ≒ 
Fcurrent)

Target 41 31
0.56

（－20％）
89

（49～134）
91 100

Limit 47 38
0.70

（±0％）
50

（27～83）
43 78


